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【論文の内容の要約】 
生物多様性の減少に対し、環境教育や ESD等の取り組みが進められ、自然環境保全に対
する意識は高まっている。一方で、身近な自然の状態をよく知る、地域の生物多様性保全
の担い手については減少・高齢化が進んでいる。地域の自然を対象とする主要な社会教育
施設として、地方自治体が設置する自然史系博物館が挙げられる。これらの博物館では、
対象地域の自然に関する資料の収集・保管、調査研究、展示、教育普及を行っており、教
育普及については、古くから行われてきた講座や自然観察会などのイベントに加え、ボラ
ンティア活動も積極的に導入されてきている。一方で、ボランティア活動には、他の活動
と比べ、教育活動としての検討が不十分であるという課題も存在する。 
そこで、本研究では、県立自然史博物館３館を事例に、ボランティア活動の実態を把握
し、教育活動としての特徴を明らかにするとともに、生物多様性保全の担い手の育成とい
う視点からその意義を明らかにすることを目的とした。 
第１章では、資料文献調査により自然史系博物館の概況を把握した。結果として、地方
自治体が設置する自然史系博物館が地域の生物多様性保全の主要な担い手になっている一
方で、他の館種に比べ資料収集機能や調査研究機能が軽んじられる傾向があるという課題
が把握できた。統計資料からは、展示だけでなく教育普及に力を入れる傾向が強いことや、
ボランティアの導入率が比較的高く、博物館を特徴づける学芸業務への関わりが大きいこ
とが読み取れた。 
第２章では、調査対象館を選定し、その概要を把握した。選定した館は、ミュージアム
パーク茨城県自然博物館（以下：茨城県博）、神奈川県立生命の星・地球博物館（以下：神
奈川県博）、埼玉県立自然の博物館（以下：埼玉県博）である。茨城県博ではボランティア
が組織化していたが、神奈川県博と埼玉県博では学芸員が個別にボランティアと連絡を取
り合って運営しており、運営形態が異なるほか、ボランティア同士の交流状況にも差が見
られた。 
第３章及び第４章では、それぞれ資料整理と調査研究を行うボランティア活動を対象に、
聞き取り調査と参与観察を行い、活動の実態と、その中で生じる学習を把握した。そして
第５章では、第３章及び第４章の内容をもとに、自然史系博物館におけるボランティア活
動の博物館活動への関わりと、学習の実態について考察した。博物館活動への関わりにつ
いては、ボランティア活動が博物館活動の充実に寄与していることを確認した。活動内容
に応じた学習の検討からは、対象とする生物の生態や、分類に関する知識、調査技術を身
に付けており、作業に応じて特徴的な学習が生じていることが明らかにできた。また、レ
イヴとウェンガーが提唱した「正統的周辺参加論」を援用して状況的な学習について検討
した結果、ボランティアが活動を続けるうちに多様な熟練者と関わって学び合い、やがて
それぞれの得意とする分類群等に応じて「○○の人」と呼ばれるような役割を持つように
なる過程を明らかにした。これにより、知識の増加だけでは捉えきれない多様な学習の実
態を把握することができた。 
第６章では、自然史系博物館における特徴をより鮮明に捉えるために、類似の活動を行
う他の自然系教育施設との比較検討を行った。環境行政が所管する「自然観察の森」３施
設を対象に同様の調査を行った結果、自然観察の森においても資料収集・保管、調査研究、
展示、教育普及に分類される活動を行っていたが、全体的に自然史系博物館と比較して小
規模であり、専門性の面では対応できる内容に限界があると考えられた。しかし一方で、
妊婦向けや芸術系など、より多様な層に向けたプログラムを提供しており、より実践的で
専門性の高いプログラムを提供する自然史系博物館とは補完関係にあると考えられた。 
終章では、前章までの結果を改めて概観したうえで、自然史系博物館におけるボランテ
ィア活動の意義を次の３点であると結論付けた。１点目は、博物館活動の充実による生物
多様性保全の基礎データの蓄積である。活動の結果として標本や調査研究が充実すること
で、生物多様性保全に果たす自然史系博物館の役割が充実することである。２点目は、ボ
ランティアに多様で実践的な学習をもたらすことである。実践的な作業に関わることによ
る知識や技術の習得のみならず、ボランティア仲間や学芸員との学び合いにより熟練者に
なっていくような状況的学習が、楽しく活動した結果として生じていることが特徴的であ
った。そして３点目が、地域に自然を知る人を増やし、繋げることである。本研究の結果
から、ボランティアが地域で活動することにより、地域住民が自然に触れ、知る機会も増
えることが示唆された。また、他の自然系教育施設と連携することで、対象地域において、
より多様な層を対象に担い手の育成を実現することができると考えられた。 
今後の課題としては、対象範囲をより幅広い利用者・分野に拡大することや、自然史系
博物館におけるボランティア活動の、博物館の枠を超えた地域社会への波及効果を詳細に
明らかにしていくことが挙げられる。 
 
